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灰色かび病は、葉や茎、果実に発生する病害です。特に果
実への被害が大きく、県内の主要園芸品目であるいちごやト
マトでは、収量低下の原因となる重要病害です（写真１、２）。 

本病の防除は、殺菌剤による化学的防除が中心に行われて
いますが、薬剤耐性菌の発生による防除効果の低下が懸念さ
れており、耐性菌が確認された薬剤については、使用中止や
使用回数の制限が必要です。そこで、現場での効果的な薬剤
防除に資するため、県内のいちご及びトマトを対象に薬剤感
受性検定を実施しました。 

その結果、チオファネートメチル、プロシミドン、アゾキ
シストロビン、ボスカリド、ペンチオピラドの５剤に対して、
多くの耐性菌が確認されました（図１）。 

灰色かび病の効果的な防除のためには、発病前から作用機
構の異なる薬剤をローテーション散布し、耐性菌の発達を抑
制することが重要です。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

[ トピックス ] 

いちご・トマトにおける灰色かび病の 
薬剤感受性を調査しました 

[ お知らせ ]  

病害虫発生予察情報を発表しました 
・令和７（2025）年度 病害虫発生予察注意報第 3 号（水稲・斑点米カメムシ類） 
・植物防疫ニュース No.11（りんごの斑点落葉病と褐斑病の発生増加に注意しましょう！） 
・植物防疫ニュース No.12（果樹類のハダニ類が多いため早期発見、防除に努めましょう！）
・植物防疫ニュース No.13（ハスモンヨトウ、オオタバコガの発生が多いため早期発見、早期

防除に努めましょう！）  

注 イプフルフェノキンはイチゴに登

録がないためイチゴ灰色かび病菌

には使用していない。 

 

(環境技術指導部 防除課) 

写真２ トマト灰色かび病 

写真１ イチゴ灰色かび病 

図１ イチゴ及びトマト灰色かび病菌の各種薬剤に対する感受性 

■：いちご 耐性菌率 
■：トマト 耐性菌率 
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